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コミュニティサイクル事業／自転車まちづくり企画運営事業

今年度要求のポイント

交通安全教育及び普及啓発事業

自転車通行環境整備事業事 業 名

関連事業
建設都市局

8,300

31,100

自転車通行環境整備実施設計業務

事 業 費

環境都市推進事業

事業内容

　持続可能な環境共生都市実現に向けた人と環境にやさしい交通体系の構築など、低炭素
型都市構造への変革には、自転車利用を促進することが必要不可欠である。
　そこで、自転車を環境にやさしい交通手段の一つとして位置づけ、歩行者・自転車利用
者が安心して通行できる安全なまちづくりを目指し、利便性の向上や市民の健康増進、及
び観光拠点へのアクセス性の向上に資するため、自転車通行環境整備を進めることを目的
とする。

・事業の継続実施

【今後（25年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 43,439 30,380

0 1,600

2,989 3,880その他

9,000 0

自転車走行空間啓発活動業務 350 0

主な要求内容 （単位：千円）

自転車通行環境整備工事

平成23年度予算額 平成24年度要求額

全体事業費

項目

 新金岡地区の自転車通行環境整備モデル地区の取組を拡充すべく、他の地区に
おいても自転車通行環境整備を進めていく。
 本市において初めてとなる整備手法である自転車専用通行帯の本実施に向け交
通管理者と更なる協議を進める。

23年度予算 内容・積算等24年度要求額

自転車通行環境調査等委託業務

30,38043,43926,866

16,600

・自転車通行環境整備工事 ・自転車通行環境整備工事
・自転車通行環境整備計画を作成

【経過（～23年度）】 【24年度】

建設局

環境局

総合交通体系調査

　自転車通行環境整備モデル地区の取組を拡充すべく、他の地区にお
いても自転車通行環境整備を進める。
 1. 自転車通行環境整備としての自転車道や、既存の道路空間を利用
した通行環境の整備を進める。
 2. 自転車専用通行帯設置に向けた社会実験の結果を踏まえ、本実施
に努める。
 3. 自転車通行空間利用に関する普及啓発の実施。
 4. 「臨海部～大和川エリア」整備に向け関係機関と協議を進める。

事業目的

整理番号 19 - 029

交通安全施設調査設計業務

事業期間 　H20～　H　　

平成22年度決算額

建設局

0

4 局・課名 建設局・自転車道整備担当6 3
マスタープラン
３つの挑戦

低炭素
マスタープラン

施策番号
5

区分
新規・拡充・重点

(単位　千円)


